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研究成果の概要（和文）：研究期間中(2008～2011)は、ジェノサイドや集団暴力の問題が顕著で

あったアフリカを中心に聞き取り調査等の現地調査を行い、アディスアベバにあるアフリカ連

合において平和や安全の問題に関して事例報告や提言を行った。また、アフリカ東部の海賊問

題についてケニヤ、タンザニア、モザンビーク北部やコモロ諸島などにおいて現地調査を行い、

海賊問題を抱える国々へ提言可能な構造的分析を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Given that violent conflicts had been most prominent in Africa 

throughout the period of 2008-11, the focus of the research has been set accordingly. 

Each year, field-research in Africa, the world’s most conflict-prone continent was 

followed by interviews and observations at the headquarters of the African Union in Addis 

Ababa, focusing on peace and security issues. Recent research also focussed on the 

ever-expanding piracy threat, driven by the break-down of Somalia as a state into a 

situation of total lawlessness, which spread out from the Horn of Africa, the Gulf of 

Aden further afield and southwards as far as the East African community (coasts of Kenya, 

Tanzania and North of Mozambique as well as the Seychelles Islands (most exposed of all), 

and the Comoros Islands.  
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１．研究開始当初の背景 
ジェノサイドや集団殺戮、またソマリアの

政情不安によって引き起こされる東アフリ
カの「アフリカの角」と呼ばれる地域におけ
る海賊行為のような新たな問題を記録に残
し分析する研究は、大きな困難を伴うが、非
常に重要な研究である。これら現代の集団暴
力を記録に留めようとする研究者は、このテ
ーマが現代の最も重要かつ危険性の高い問
題であることを認識している。 
ジェノサイドとは過去の遺物ではないの

である。著しい人権侵害、残虐行為やジェノ
サイドは世界のいくつかの地域において大
惨事を招いた。1990年代や 2000年から 2010
年には、主に中央アフリカ（ルワンダ、ブル
ンジ、コンゴ）、東南アジア、中央アジアに
おいて、あらゆる人々が無感情や無感覚にな
るほどの恐怖やトラウマに襲われた。暴力は
人を死に至らしめるだけではなく、生き残っ
た人々の生活をも破壊してしまうものであ
る。 
 
２．研究の目的 
 紛争研究において、大規模な研究が行われ
ていなかったり、確かな情報が集められてい
ない事例の調査・研究を深めることである。
現代の紛争研究は往々にして、米英が関与し
たイラクやアフガニスタンにおける事例な
ど、マスコミにも大きく取り上げられる表面
的な問題が多く扱われる一方で、同じく米英
その他がイラクに対して行った制裁による
犠牲や劣化ウラン弾の使用による大規模な
犠牲などは、十分な調査・研究が行われてい
るとは言えない。 
本研究は、こうした様々な様相のジェノサ

イドや大量虐殺の事例を比較研究すること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は概ね participative observation
（参加型観察）と呼ばれる現地調査を基本と
し、関係者の聞き取り調査や資料収集を行っ
た。 
 
４．研究成果 
（１）ルワンダ、コンゴ、東チモールを例と
する世界各地のジェノサイドや集団暴力の
事例を比較研究するための現地調査や資料
収集を行った。 
（２）アフリカ東部の海賊問題を例とする新
たな集団暴力の事例について調査し、海賊問
題を抱える国々へ提言可能な構造的分析の
端緒についた。 
（３）アフリカ連合の平和安全保障委員会と
の協力関係を構築し、紛争予防の対策検討な
どについて意見交換、情報収集を行った。 

（４）紛争問題を抱えやすい少数民族を例と
する社会的弱者の問題についてジュネーブ
国連本部の「先住民族の権利に関する専門家
機構(EMRIP)」会議において発表や意見交換
を行った。 
（５）ルワンダのガチャチャ法廷の事例に学
ぶカンボジアのＮＧＯとの協働を企画し、着
手した。 
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